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′持薬新成人に固く

新成人
143人に

問きました

水
巻
が
好
き
で
す
●

、
交
通
の
便
が
い
ま
一
つ
●

新人類と呼ばれるヤングたち。彼らはいったい、水巻町について
どのようなイメージを持っているのでしょうか？

1月15日成人の日、町制50周年記念事業の計画策定委員は、新成
人を対象にアンケート調査を行いました。

アンケートは、成人式に参加した238人に配布。そのうち男性50
人、女性93人、計143人の若者が回答してくれました。（回収率60％）
今月は、このアンケート結果について紹介します。

田
口
い
つ
か
ら
、
水
巻
町
に
住
ん
で

い
ま
す
か
。

い
ち
ば
ん
多
い
の
は
「
生
ま
れ
た
時

か
ら
」
で
、
約
半
数
。
「
小
学
生
の
時

か
ら
」
を
合
わ
せ
る
と
、
四
人
の
う
ち

三
人
が
、
幼
い
時
か
ら
水
巻
に
住
ん
で

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

′■Ｐｔヽ

Ｒ
は
】
水
巻
町
が
好
き
で
す
か
。

（

「
好
き
」
と
答
え
た
人
は
全
体
の
約

六
割
、
「
嫌
い
」
と
答
え
た
人
は
わ
ず

か
四
軒
で
し
た
。

こ
の
質
問
で
は
、
住
ん
で
い
る
期
間

に
よ
っ
て
答
に
差
が
あ
り
ま
し
た
。
生

ま
れ
た
時
か
ら
住
ん
で
い
る
人
の
約
七

割
、
小
学
生
の
時
か
ら
住
ん
で
い
る
人

の
約
半
数
が
「
好
き
」
と
答
え
た
の
に

対
し
、
中
学
生
の
時
か
ら
住
ん
で
い
る

人
で
は
、
四
分
の
一
に
過
ぎ
ま
せ
ん
で

し
た
。ま

た
、
生
ま
れ
た
時
か
ら
住
ん
で
い

る
人
の
中
に
は
「
嫌
い
」
と
答
え
た
人

が
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
中
学
生
の
時

か
ら
住
ん
で
い
る
人
で
は
、
四
分
の
一

の
人
が
「
嫌
い
」
と
答
え
て
い
ま
す
。

「
住
め
ば
都
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り



へ

ま
す
が
、
住
み
慣
れ
る
こ
と
が
愛
着
に

結
び
つ
く
よ
う
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
生
ま
れ
育
っ
た
こ
の

町
を
愛
し
続
け
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

町
で
は
、
魅
力
あ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り

に
向
け
、
公
園
や
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整

備
を
急
い
で
い
ま
す
。

田
口
　
「
住
み
続
け
た
い
」
と
害
え
た

理
由
は
な
ん
で
す
か
。

日
日
今
後
、
水
巻
町
に
住
み
続
け
た

い
で
す
か
。

′押葉新成人に厨く

「

便
が
惑
い
か
ら
」
で
し
た
。
ま
た
、
そ

の
他
の
中
に
は
、
「
水
道
代
が
高
い
」

と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。
と
も
あ

れ
、
こ
こ
で
指
摘
さ
れ
た
理
由
の
一
つ

一
つ
は
、
こ
れ
か
ら
の
町
づ
く
り
に
重

要
な
テ
ー
マ
を
投
げ
か
け
て
い
る
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

と
答
え
た
人
が
ト
ッ
プ
で
し
た
。

「
住
み
続
け
た
い
」
と
答
え
た
人
は

三
人
に
一
人
。
逆
に
、
「
住
み
続
け
た

く
な
い
」
と
答
え
た
人
は
一
割
を
超
え

て
い
ま
す
。

問
2
で
「
水
巻
町
が
好
き
」
と
答
え

た
人
が
約
六
割
な
の
に
、
間
3
で
「
水

巻
町
に
住
み
続
け
た
い
」
と
答
え
た
人

は
約
三
割
に
減
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
差

は
、
「
ど
ち
ら
で
も
な
い
」
と
答
え
た

人
が
増
え
た
た
め
で
す
が
、
こ
れ
は
、

就
職
や
結
婚
に
よ
っ
て
「
将
来
ど
こ
に

住
む
の
か
分
か
ら
な
い
」
と
い
う
理
由

か
ら
で
し
ょ
う
。

こ
の
質
問
は
、
間
3
で
「
住
み
続
け

た
い
」
と
答
え
た
四
十
八
人
に
、
そ
の

理
由
を
聞
い
た
も
の
で
す
。

「
両
親
や
友
達
が
い
る
か
ら
」
と
答

え
た
人
が
一
番
多
く
、
約
七
割
。
新
人

類
と
呼
ば
れ
る
世
代
で
す
が
、
意
外
に

人
間
関
係
を
大
切
に
す
る
若
者
が
多
い

よ
う
で
す
。

日
日
　
「
住
み
続
け
た
く
な
い
」
と
答

え
た
理
由
は
な
ん
で
す
か
。

こ
の
質
問
は
間
3
で
「
住
み
続
け
た

く
な
い
」
と
答
え
た
十
八
人
に
、
そ
の

理
由
を
聞
い
た
も
の
で
す
。

答
え
は
色
々
な
理
由
に
分
か
れ
ま
し

た
が
、
一
番
多
か
っ
た
の
は
「
交
通
の

「
よ
く
読
む
」
　
「
目
を
通
す
程
度
に

読
む
」
を
合
わ
せ
る
と
、
約
八
割
の
人

が
広
報
み
ず
ま
き
を
読
ん
で
い
ま
す
。

テ
レ
ビ
や
ビ
デ
オ
に
押
さ
れ
、
活
字
は

な
れ
が
進
む
時
代
で
す
が
、
こ
れ
か
ら

も
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
を
た
く
さ
ん
使
っ

て
、
若
者
に
も
親
し
ま
れ
る
広
報
づ
く

り
を
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

若
者
は
水
巻
町
を
「
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン

の
町
」
　
「
炭
鉱
の
町
」
と
イ
メ
ー
ジ
す

る
人
が
多
い
よ
う
で
す
。
男
性
で
は
「

ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
」
、
女
性
で
は
「
炭
鉱
」

、ヽ、



賀
田
ｌ
水
巻
町
の
公
共
施
設
で
利
用
し

た
こ
と
が
あ
る
も
の
は
？

′押葉新成人に厨く

こ
の
質
問
は
、
利
用
し
た
こ
と
の
あ

る
施
設
に
つ
い
て
複
数
の
回
答
を
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。

内
容
を
見
る
と
、
町
の
公
共
施
設
で

は
町
民
体
育
館
、
吉
田
・
猪
熊
グ
ラ
ウ

ン
ド
、
中
央
公
民
館
が
ベ
ス
ト
ス
リ
ー
。

女
性
は
町
民
体
育
館
、
男
性
は
吉
田
・

猪
熊
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
利
用
者
が
多
い
よ

う
で
す
。

ま
た
、
河
川
敷
公
園
は
、
完
成
後
ま

も
な
い
た
め
か
、
ま
だ
ま
だ
利
用
し
た

人
が
少
な
い
よ
う
で
す
。

ま
ず
、
文
化
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
コ

ン
サ
ー
ト
」
　
「
シ
ョ
ー
」
　
「
講
演
会
」

の
三
つ
に
分
け
て
聞
い
て
み
ま
し
た
。

コ

ン

サ

ー

ト

で

は

、

ニ

ュ

ー

ミ

ュ

ー

ジ
ッ
ク
や
ロ
ッ
ク
の
希
望
が
圧
倒
的
に

多
く
、
浜
田
省
吾
、
久
保
田
利
伸
、
Ｂ

Ｏ
Ｏ
Ｗ
Ｙ
な
ど
に
人
気
が
集
ま
り
ま
し

た
。
（
年
配
の
人
に
は
な
じ
み
の
な
い

名
前
で
す
ね
。
）
ま
た
、
シ
ョ
ー
で
は

も
の
ま
ね
（
コ
ロ
ッ
ケ
）
や
漫
才
（
明

石
家
さ
ん
ま
）
。
講
演
会
で
は
、
ス
ポ

ー
ツ
界
や
タ
レ
ン
ト
を
希
望
す
る
人
が

大
半
で
し
た
。

次
に
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

参
加
し
た
い
種
目
は
、
野
球
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
、
綱
引
き
な
ど
。
ま
た
、
招
待

試
合
と
し
て
、
全
日
本
男
子
バ
レ
ー
な

ど
に
人
気
が
集
ま
り
ま
し
た
。

は
か
に
も
、
「
オ
ー
ル
ナ
イ
ト
で
映
画

上
映
」
　
「
年
代
別
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
な

ど
色
々
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

■
バ
ス
停
付
近
に
自
転
車
置
場
を
作
っ

て
欲
し
い
。

■
子
供
が
遊
ぶ
公
園
が
少
な
い
。

●
　
　
　
　
　
　
●

成
人
式
と
い
う
、
あ
わ
た
だ
し
い
中

で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
協
力
し
て
く
れ
た

若
者
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
（
係
よ
り
）

日
9
5
0
年
寮
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

ど
の
よ
う
な
も
の
が
い
い
と
思
い
ま
す

か
。

日
日
水
巻
町
に
住
ん
で
い
て
思
う
こ

と
を
、
自
由
に
ど
う
ぞ
。

こ
の
質
問
に
答
え
て
く
れ
た
人
は
少

数
で
し
た
。
書
か
れ
た
意
見
を
す
べ
て

紹
介
し
ま
す
。

雷
テ
ニ
ス
場
が
欲
し
い
。

車
文
化
活
動
を
盛
ん
に
し
て
欲
し
い
。

■
重
要
な
遺
跡
が
あ
る
の
に
、
十
分
な

保
護
・
保
存
が
さ
れ
て
い
な
い
。

■
美
し
い
町
に
し
て
欲
し
い
。



住民税と国民健康保険税の申告の時期がやってきました。

下記の日程で申告と納税相談を行いますので、該当され
る人は必ず申告をしてください。

の申告は

3月15日までです。

国民健康保険税の申告をしな
ない人は次のとおりです。

●と　こ　ろ

●受付時

2月16日（木）高松団地
2月17日（劫　吉田団地

2月20日（月）二・サニーニュータウン
野間団地・二呵住

2月21日㈹　下二・下二呵住・入5工興産・
林住宅・緑風園団地

2月22日㈱　立屋敷・伊左座・みずほ団地
2月23日（杓　吉田－・吉田二・イウゼ呵住

3月2日（木）吉田三・美吉野団地・垣涼呵イ

3月3日（劫　鯉口団地・鯉口分譲・高尾団地・
水巻苑・松栄荘

3月6日（月）頃末（北区・両区）

3月7日㈹　ヰ八・古賀・新生街・机社宅・樋口
3月88（水　猪　熊

3月9日（木）おがの台団地・猪熊呵住
3月10日（劫　梅ノ木団地・古賀団地

2月27日（月）立屋敷・伊左座・二・下二
吉田－・吉田二・吉田三

2月28日（弛頃末・机・古賀・樋口・猪熊

土地や建物を売った太も
月7日におい

（所得税の確定申告をした人は、住民

税の申告は必要ありません。）
●自営業の人　　　ｅ農業の人
ｅ外交員や集金員などの自由業の人

の家賃などの不動産収入のある人
ｅ大工や左官業の人
ｅ日雇など、日給で働いている人
命年金や恩給を受けている人

ｅ給与所得者で住民税を天引きされて
ない人や、給与以外の所得があった人

●昭和63年中の収入・所得のわかる資料

所得税

●年金、恩給の支払通知書
◎源泉徴収票　　●給与明細書

●収入の内容がわかる帳簿など
ｅ国民健康保険税の納税証明書

役場納税係②番窓口で交付します。

ｅ国民年金支払証明書
役場国保年金係（9番窓口で交付し

ます。

⑳生命保険支払証明書
ｅ印　鑑
ｅ銀行または農協の通帳口座番号

所得税の還付や支払用です。

わからないことは、役場課税係へお

問い合わせください。
魯201局4321番（内線1日～113）

の申告は早めにどうぞ
2月16日～3月15日

商売や事業を営んでいる人、給与以外に収入のあるサ

ラリーマンの人、地代や家賃収入のある人、確定申告の
時期がやってきました。

所得税の確定申告は2月16日から始まり、3月15日ま
でです。例年、期限間近になりますと、税務署の窓口は
大変混雑しますので、申告はできるだけお早めに済ませ
てください。

税金が戻る ことがあります
還付の申告は2月7日から受け付けています

サラリーマンでも、次のような場合は《還付〉のための確定申告
をすれば、源泉徴収された所得税が戻ってくることがあります。
■住宅ローンでマイホームを取得した人や家を増改築した人（一定の条件があります）

■病気や出産などで多額の医療費を支払った人

■年の中途で退職し、再就職していない人

■災害や盗難にあった人

■配偶者特別控除の申告を忘れた人

くわしいことは、若松税務署へお尋ねください。曾761局2536番

ノ‾＼

「



利な口座振替

ご利用ください

0鍾鯨
銀
行
が
土
曜
休
み

に
な
り
ま
し
た

全
国
の
金
融
機
関
は
今
月
か
ら
、
毎

週
土
曜
日
が
休
み
に
な
り
ま
し
た
。

役
場
内
の
遠
賀
信
用
金
庫
窓
口
も
、

土
曜
日
は
休
業
し
ま
す
。
税
金
な
ど
の

支
払
い
は
平
日
に
お
願
い
し
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
月
末
近
く
に
な
る
と
、

税
金
や
水
道
代
・
住
宅
家
賃
な
ど
の
支

払
い
が
気
に
な
っ
て
、
わ
ず
ら
わ
し
い

と
思
い
ま
せ
ん
か
。

ま
し
て
、
銀
行
が
土
曜
休
み
に
な
る

と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
納
期
に
遅
れ
な
い
よ

う
に
納
め
る
た
め
に
は
、
今
ま
で
以
上

に
気
を
使
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
お
勧
め
し
た
い
の
が
「
口
座

振
替
」
。
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
と
、

納
税
の
わ
ず
ら
わ
し
さ
か
ら
解
放
さ
れ

る
だ
け
で
な
く
、
正
し
く
、
遅
れ
る
こ

と
な
く
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、

安
心
で
す
。

忙
し
い
あ
な
た
に

ピ
ッ
タ
リ
の
制
度
で
す

口
座
振
替
制
度
と
は
、
金
融
機
関
が

あ
な
た
に
か
わ
っ
て
、
あ
な
た
の
指
定

す
る
口
座
か
ら
、
各
納
期
ご
と
に
自
動

的
に
振
り
替
え
て
納
税
す
る
仕
組
み
の

こ
と
で
す
。
そ
れ
に
、
国
保
税
な
ど
、

一
度
の
支
払
額
が
多
額
で
困
る
よ
う
な

場
合
は
、
納
税
係
に
申
請
し
て
、
月
々

に
分
割
し
て
振
り
替
え
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
忙
し
い
あ
な
た
に
は
、
ピ
ッ
タ

リ
の
制
度
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
制
壁
が
利
用
で
き
る
の
は
、
●



固
定
資
産
税
●
町
県
民
税
●
軽
自
動
車

税
●
国
民
健
康
保
険
税
●
国
民
年
金
保

険
料
●
水
道
使
用
料
●
住
宅
使
用
料
と

な
っ
て
い
ま
す
。

手
続
き
は
簡
単
で
す

近
く
の
銀
行
で
ど
う
ぞ

口
座
振
替
と
い
う
と
、
何
だ
か
め
ん

ど
う
な
手
続
き
の
よ
う
で
す
が
、
そ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

預
金
に
使
用
し
て
い
る
印
鑑
と
通

帳
、
納
税
通
知
書
（
納
入
書
）
を
持
っ

て
、
次
の
金
融
機
関
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
簡
単
に
で
き
ま
す
。

●
遠
賀
信
用
金
庫
　
　
（
本
店
・
支
店
）

●
福
岡
銀
行
　
　
　
　
（
本
店
・
支
店
）

●
西
日
本
銀
行
　
　
（
本
店
・
支
店
）

●
福
岡
シ
テ
ィ
銀
行
　
（
本
店
・
支
店
）

●
遠
賀
郡
農
協
　
　
（
本
所
・
支
所
）

【
注
】
水
道
料
金
と
住
宅
使
用
料
は
、

近
く
の
郵
便
局
も
利
用
で
き
ま
す
。

し
ま
っ
た
7
・
残
高
不
足

で
も
再
振
替
が
で
き
ま
す

預
金
に
納
税
額
以
上
の
残
高
が
な
け

れ
ば
、
振
り
替
え
て
納
付
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

も
し
、
残
高
不
足
で
振
り
替
え
で
き

な
か
っ
た
と
き
は
、
次
の
方
法
で
納
付

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

納
期
限
の
過
ぎ
た
固
定
資
産
税
や
国

民
健
康
保
険
税
な
ど
の
町
税
は
、
は
が

き
で
通
知
を
さ
し
あ
げ
ま
す
の
で
、
指

定
さ
れ
た
期
白
ま
で
に
預
け
入
れ
さ
れ

れ
ば
、
再
振
脅
し
ま
す
。

ま
た
、
水
道
料
金
と
住
宅
使
用
料

は
、
翌
月
分
と
い
っ
し
ょ
に
再
振
替
で

き
ま
す
が
、
国
民
年
金
保
険
料
は
再
振

替
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
役
場
で
納
付

書
を
発
行
し
て
も
ら
っ
て
、
金
融
機
関

の
窓
口
で
直
接
現
金
を
支
払
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

′‾ヽ

交通事故でも

国保が使えま弟
前もって届け出が必要です。

この場合病院の窓口では治療費

の3割（退職被保険者は2割）を

支払うことになりますが、残りの

7割（8割）は、国保が加害者に

代って立て替え、あとで加害者か

ら国保に返してもらいます。

（注）加害者から治療費を受けと

った場合は、国保を使うことがで

きません。

●届け出に必要な書類

①保険証　②印かん　③交通事

故証明書　④医師の診断書

交通事故のように、第三者（加

害者）の行為によって、けがや病

気になったとき、その治療費は当

然、加害者の負担になります。

しかし、話がこじれたり、加害

者にお金の持ち合わせがないよう

な場合は困ります。

こんなときは、国保の保険証を

使って治療を受けることができま

す。国保を使って治療を受けると

きは、前もって国保の窓口に「第

三者行為による傷病届」を提出し

てください。

平



6ｇチームが
タイムを競う

遠賀郡各町対抗駅伝大会

1月22日、遠賀町総合運動公園の
外周コースで行われた遠賀郡各町対
抗駅伝大会には、小学生から成人ま
で68チーム、403人が参加、寒風の
中で健脚を競いました。
中学生の部では、男女とも、水巻

南中学校が強豪芦屋チームと抜きつ
抜かれつのレースを展開、盛んな声
援を受けましたが、惜しくも2位。
主な結果は次のとおりです。
■小学男子　6位　伊左座ソフト
■中学男子　準優勝　水巻南中㈱
■中学女子　準優勝　水巻南中㈹
車一般の部　準優勝
車区間賞　【中学男子】高伸次・田
中晋太郎・安恒守（水巻南中）【中
学女子】天川裕子・天川敬子・黒瀬
徳子（水巻南中）【一般】片山直美
・那須政男・小林誠一

健康のためには
安全な食品を
選んでください

「さわやか婦人の生活講座」

食生活や成人病など、家庭の主婦
として知っておきたい身近な問題を

テーマにした「さわやか婦人の生活

講座」が、中央公民館で開かれてい
ます。

講座の2回目は、県消費生活セン

ターから講師を招いて「食品添加物」
について学習しました。食料品の国

際化がすすみ、私たちの身の回りに

は、合成着色料、保存料、防カビ剤な
どたくさんの添加物が使われていま
すが、中には成人病やがんの危険性

が指摘されるものもあり、心配です。

「食品はまず健康を培うものだか
ら、消費者はより安全な商品を選ぶ

力を持たねばなりません。」と講師の
山口相談員。

参加者には「分かりやすくて勉強
になりました。」と好評でした。

町内の剣豪40人が
つばぜりあい

水巻町剣道選手権大会

肌寒い一日となった1月29日、武

道館では町内から中学生以上の剣豪

約40人が参加して、9回目の水巻町

剣道選手権大会が開かれました。熱

戦の結果は次のとおりです。

車4段以上・40歳以上の部

①滝口泉　⑧川副関也

■4段以上・40歳未満の部

①雲田信幸　⑧清水明徳

■3段以下・40読以上の部

（カ馬場伸啓　⑧鈴木幸雄

■3段以下・40歳未満の部

（∋竹下伸俊　⑧古賀弘明

漢中学生男子の部

①中川豊書　④秋田慎太郎

■中学生女子の部

①広重薫　⑧野坂由紀子

（詔）

谷水　達哉くん：原口ひかるちゃん
63年2月26日生まれ‡6準．？月23日生まれ

ト声㌦さんの長男；
●

さんの二女

生
ま
れ
た
時
は
未
熟
児
で
し
た
が
、

今
で
は
お
姉
ち
ゃ
ん
を
泣
か
す
ほ
ど
の

ヤ
ン
チ
ャ
娘
で
す
。

よ
く
「
大
き
く
な
っ
た
ら
男
ま
え
に

な
る
よ
」
　
っ
て
言
わ
れ
ま
す
。

（
猪
熊
二
八
六
）

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

い
た
ず
ら
が
大
好
き
な
、
元
気
い
っ

ぱ
い
、
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
達
ク
ン
。

見
た
も
の
す
べ
て
に
興
味
を
持
ち
、

と
て
も
好
奇
心
旺
盛
。

早
く
ア
ン
ヨ
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
、
外
で
お
姉
ち
ゃ
ん
と
遊
ん
で
ね
。

（
お
か
の
台
1
0
棟
3
0
6
号
）



健康を祈ってどんど焼き
小正月にちなんだ火祭り「どんど焼き」が1月13日、

頃末小学校で行われました。この行事は頃末小の児童会

が毎年行っているもので、467人の児童全員が手に手に

しめ飾りや破魔矢などを持って参加。

火を付ける前、5年生が由来を説明。「今年は豊年万

作だ。」と2年生が「もぐら打ち」を披露した後、6年生

が自作の絵をひろげて「春の七草」について発表しまし

た。そして、うず高く積まれたしめ飾りの山に、たいま

つで火が付けられると「ワーツ」という大歓声。

児童たちは空高く燃え上がる炎を囲んで、合唱したり、

フォークダンスを踊ったりして、今年一年の健康を祈り

ました。

減塩食、みんなで作柑ま楽しいね
「今日の献立は、食塩を控えて、カレー粉や酢、池な

どの香辛料を上手に使った料理ですよ。」と、栄養士の声
がします。

1月13日、中央公民館の調理室では約40人のお母さん

たちが集まって「キッチンカー料理教室」の真っ最中で

す。この日の献立は、いわしの青菜はさみ焼き、納豆マ
ヨネーズ和えなど、高血圧の予防食。塩分を控えるのが
ポイントです。

初めて参加した高松団地の佐藤節子さんは、「減塩食
ってどんなものか興味があったので来てみました。みん

なで料理するのは楽しいですね。5月から始まる食生活

改善教室にも参加したいと思います。」と話していまし
た。

これが自慢の作品です
障害を乗り越え、個展開く

重度の障害を持つ鯉口団地の松尾庄一郎さん（72歳）

が、長い闘病生活の中で野鳥の油絵30枚を描き上げ、1

月下旬、黒崎のカジキ画廊で個展を開きました。
じん

両耳が聞こえず、慢性腎不全のため携帯式腹膜透析の

治療を9年間続けている松尾さんは、「生きるも死ぬも

気持ちしだい。私は病人ではない、小便の代わりに透析

を受けているだけです。やる気があれば何でもできます。

暗い薇せんで、明るく笑って生きたいですね。」と、バ

イタリティあふれる人生観の持ち主。

画廊には、同じ透析治療を受ける腎友会の仲間や、医

師、看護婦らが次々に訪れ、個展の成功を祝福していま

した。（写真は、奥さんと一緒に自信作の前で）

長官表彰に篠原さん
消防団表彰伝達式

水巻町消防団の出初式表彰伝達式が1月15日、役場101
会議室で行われました。今年は天皇崩御のため、郡内合

同出初式にかえて、この伝達式となったものです。

会場では、伊藤町長から消防活動に貢献のあった団員
に表彰状が手渡され、日ごろの活動に対して感謝の言葉

が磨られました。主な受賞者は次のとおりです。

■消防庁長官表彰　篠原信幸（分団長）
ｌんばれん

■県消防協会長表彰　【金馬簾】水巻町消防団　【永年
勤続】●25年＝安永仙之助・岡部嘉紀　●20年＝松本
大次郎・藤本安男・安田修治・浅沼政次　●15年＝梶
山和男・徳永弥六郎・清水義夫・宮崎開造・輪竹洋介
●10年＝品川猛・井手口政行・中田清孝・徳王智之
【優良団員】田中狗一・福山勲・安永透



難
病
対
策
は
、
ス
モ
ン
病
を

き
っ
か
け
に
始
め
ら
れ
た

限
り
な
い
医
学
の
進
歩
で
、
か
つ
て

は
難
病
と
い
わ
れ
た
結
核
や
ハ
ン
セ
ン

病
も
、
今
で
は
そ
の
原
因
や
治
療
法
が

明
ら
か
に
さ
れ
、
一
般
の
病
気
と
変
わ

ら
な
い
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
昭
和
三
十
年
ご
ろ
か
ら

原
因
不
明
の
神
経
病
と
し
て
知
ら
れ
る

ス
モ
ン
病
な
ど
、
新
た
な
難
病
が
登
場

し
て
き
ま
し
た
。
ス
モ
ン
病
は
、
昭
和

四
十
二
年
ご
ろ
に
は
全
国
に
多
発
し

て
、
大
き
な
社
会
問
題
に
な
り
、
厚
生

省
は
、
こ
の
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
難

病
対
策
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。

現
在
3
0
種
類

の
特
定
疾
患
が
あ
る

「
難
病
」
と
は
、
一
般
に
原
因
が
不

明
で
治
療
方
法
が
確
立
し
て
い
な
い
病

気
を
い
い
ま
す
。

厚
生
省
は
、
こ
の
難
病
の
う
ち
、
特

に
治
療
が
困
難
で
、
医
療
費
が
高
額
な

病
気
と
し
て
、
左
の
三
十
疾
患
を
指
定

し
「
特
定
疾
患
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
特
定
疾
患
の
治
療
方
法

を
研
究
す
る
た
め
、
医
療
施
設
を
整
備

し
た
り
、
患
者
の
医
療
費
を
助
成
し
た

り
し
て
い
ま
す
。

認
定
さ
れ
る
と

医
療
費
が
無
料
に
な
る

特
定
疾
患
に
認
定
さ
れ
る
と
、
そ
の

病
気
に
つ
い
て
医
療
費
が
無
料
に
な
り

ま
す
。
現
在
、
遠
賀
郡
・
中
間
市
に
は

約
二
百
二
十
人
の
人
が
こ
の
制
度
で
治

療
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
今
年
一
月
か

ら
は
、
「
広
範
脊
柱
管
狭
窄
症
」
が
新

た
に
加
え
ら
れ
ま
し
た
。

特
定
疾
患
の
手
続
き
に
は
医
師
の
診

断
書
や
住
民
票
が
必
要
で
す
。
詳
し
く

は
遠
賀
保
健
所
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

0昭和29年　吉田区桜町付近のび
粉貯炭場で遊ぶ子供たち

（現吉田団地内）

50年前のくらし

炭坑社宅で遊ぶ子供たちの写真

です。当時の暮らしぶりが伝わ

ってくるようです。

6　再性不良性貧血　　　　6

8　筋萎縮性側索硬化症　　9

10　特発性血小板減少性紫斑病19

12　潰瘍性大腸炎　　　　　23

14　ビュルガー病　　　　　9

20　パーキンソン病

22　後織靭帯骨化症

24　ウイリス動脈輪閉塞症

26　特発性拡張型心筋症

28　表皮水病症

0昭和30年　炭坑社宅で将棋
を楽しむ子供たち

（現吉田片山）

昭和32年　弥生町周辺で三の
味線を引き、人を集めてい
る大道商人

（現吉田片山）
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の ず　 求 屋 に 構　 事 が 百　 起　　　　　　 く　入 近　 去 去 で た　　 出 撒 居 で

で　 し の た

り　 す　 き 堕 で　 撤 撒 物 し　 掟 、入 査



県
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
か
ら
県
の

仕
事
に
対
す
る
意
見
や
要
望
な
ど
を
お

聴
き
す
る
た
め
、
県
政
モ
ニ
タ
ー
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

●
応
募
資
格
　
県
内
に
住
む
即
歳
以
上

の
人
で
、
県
政
に
関
心
が
あ
る
人
。

（
常
勤
の
公
務
員
は
除
き
ま
す
）

●
任
　
期
　
4
月
か
ら
翌
年
3
月
ま
で

●
申
込
期
間
　
2
月
2
8
日
ま
で

●
応
募
方
法
　
応
募
は
が
き
は
役
場
庶

務
係
に
備
え
て
い
ま
す
。
「
県
政
に

望
む
こ
と
」
を
記
入
の
上
、
投
函
し

空がんは
くずがごに

ポイ捨ては
みんなの迷惑

水巻町地区衛生推進協議会では

空がんの散乱防止に取り組んで

います。ご協力ください。

県内では、毎年2000件を超え
る自動車盗が発生しています。
被害の6割以上は、「キーの抜

き忘れ」が原因で、ちょっとし

た心のス幸を狙われています。
車から離れるときは、必ずエ

ンジンキーを抜きとり、ドアに
カギをかけましょう。

て
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
8
1
2
福
岡
市
博
多
区
東
公
園
7
番
7

号
　
福
岡
県
総
務
部
広
報
課
「
県
政

モ

ニ

タ

1

係

」

含

（

0

9

2

）

6

5

1

局

1

1

1

1

番

（

内

）

2

3

8

5

投
票
日
は
2
月
1
2
日
で
す

参
議
院
議
員
補
欠
選
挙

水
巻
町
選
挙
管
理
委
員
会

参
議
院
福
岡
県
選
挙
区
の
補
欠
選
挙

が
行
わ
れ
ま
す
。
投
票
は
入
場
券
に
記

載
さ
れ
た
投
票
所
で
し
て
く
だ
さ
い
。

入
場
券
は
2
月
1
日
に
郵
送
し
て
お
り

ま
す
。
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

●
投
票
日
　
　
2
月
1
2
日
（
日
）

●
投
票
時
間
　
午
前
7
時
か
ら
午
後
6

時
ま
で

●
投
票
で
き
る
人
　
昭
和
4
4
年
2
月
1
3

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
昭
和
6
3
年

1
0
月
2
4
日
ま
で
に
転
入
届
を
し
、
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

●
持
っ
て
い
く
も
の
　
投
票
所
入
場
券

入
場
券
を
な
く
し
た
人
や
、
入
場

券
が
届
い
て
な
い
人
は
、
印
鑑
を
持

っ
て
投
票
所
の
事
故
係
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

●
注
　
意
　
1
月
1
1
日
以
後
に
町
内
転

居
し
た
人
は
、
転
居
前
の
投
票
所
で

投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
詳
し
く
は
、
水
巻
町

選

挙

管

理

委

員

会

晋

2

0

1

局

4

3

2
1
番
へ

2月24日は
休日急病センター

を開設しまも

●診療時間

午前9時がら午後5時まで

●診療科目

内科・小児科

●場　所

水巻町大字下二576番地の4

℡201－9999

2
月
2
4
8
は
、
し
尿
・
ご
み

の
収
集
を
休
み
ま
す

環
境
衛
生
係

2
月
凶
日
（
金
）
は
、
大
喪
の
礼
の

た
め
、
し
尿
と
ご
み
の
収
集
を
休
み
ま

す
の
で
、
ご
協
力
お
頗
い
し
ま
す
。

●
し
尿
収
集
日
の
変
更

2
月
2
4
日
収
集
地
区
は
2
月
2
5
日
に

2
月
2
5
日
収
集
地
区
は
2
月
2
6
日
に

そ
れ
ぞ
れ
変
更
し
ま
す
。

●
燃
え
る
ご
み
の
収
集

燃
え
る
ご
み
の
収
集
は
休
み
ま
す
。

こ
の
日
は
ご
み
を
出
さ
な
い
よ
う
、

ご
協
力
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ご
み
処

理
施
設
も
休
み
ま
す
。
ご
自
分
で
搬

入
す
る
人
も
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

運
転
免
許
の
有
効
期
限
は

平
成
に
読
み
替
え
ま
す

折
尾
警
察
署

元
号
が
改
め
ら
れ
る
前
に
交
付
さ
れ

た
運
転
免
許
証
の
有
効
期
限
は
、
「
昭

和
」
の
元
号
で
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
「
平
成
」
に
読
み
替
わ
っ
た
も

の
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
ま
す
。

昭
和
と
平
成
の
読
み
替
え
は
次
の
と

お
り
で
す
。
有
効
期
限
を
間
違
え
ず
に

更
新
手
続
き
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

●
昭
和
6
4
年
1
平
成
元
年

●
昭
和
6
5
年
1
平
成
2
年

●
昭
和
8
6
年
1
平
成
3
年

●
昭
和
6
7
年
1
平
成
4
年

福
岡
国
税
局
で
は
、
昨
年
1
1
月
か
ら

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
税
務
相
談
「
タ

ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
」
を
始
め
ま
し
た
。

タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
と
は
、
所
得
税
、

相
続
税
、
消
費
税
な
ど
身
近
な
税
金
の

問
題
に
つ
い
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
電

話
で
答
え
る
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
で
す
。

質
問
の
項
目
と
内
容
は
コ
ー
ド
表
に

ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
利
用
者
が
聞

き
た
い
内
容
の
コ
ー
ド
番
号
を
発
声
す

る
（
プ
ッ
シ
ュ
式
で
は
コ
ー
ド
番
号
を

押
す
）
と
、
自
動
的
に
答
え
が
流
れ
ま

す
。コ

ー
ド
表
は
、
若
松
税
務
署
や
役
場

課
税
係
に
備
え
て
い
ま
す
の
で
、
自
由

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
の
電
話
番
号

【
ダ
イ
ヤ
ル
式
】

（

0

9

2

）

4

7

5

局

2

2

2

2

番

【
プ
ッ
シ
ュ
式
】

（

0

9

2

）

4

8

1

局

7

7

7

7

番

ノ′■ヽ



新
成
人
の
み
な
き
ん
、
成
人
式
の
記

念
品
は
受
け
と
り
ま
し
た
か
？

都
合
で
成
人
式
に
出
席
で
き
な
か
っ

た
人
に
も
記
念
品
を
差
し
あ
げ
て
い
ま

す
。
案
内
状
を
持
っ
て
、
3
月
3
1
日
ま

で
に
中
央
公
民
館
へ
受
け
取
り
に
お
い

で
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

梅
ノ
木
団
地
に
あ
る
留
守
家
庭
児
童

育
成
ク
ラ
ブ
（
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
）
で

は
、
平
成
元
年
度
の
新
入
生
を
募
集
し

ま
す
。対

象
児
童
は
、
母
親
が
働
い
て
い
る

な
ど
で
、
家
に
帰
っ
て
も
み
て
く
れ
る

人
が
い
な
い
三
年
生
以
下
の
小
学
生
で

す
。
放
課
後
か
ら
午
後
6
時
ま
で
、
2

人
の
指
導
員
が
遊
び
や
勉
強
を
み
て
く

れ
て
、
楽
し
く
過
ご
せ
ま
す
。

●
募
集
人
員
　
約
4
0
人

●
受
付
期
間
　
2
月
2
0
日
～
3
月
1
8
日

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

詳
し
く
は
役
場
老
人
児
童
係
へ

福
岡
県
住
宅
供
給
公
社
で
は
、
鯉
口

団
地
分
譲
住
宅
の
購
入
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
受
付
は
先
着
順
で
す
。

●
募
集
戸
数
　
4
戸

●
販
売
価
格
　
二
千
二
百
十
三
万
円
か

ら
二
千
三
百
五
十
七
万
円

●
申
し
込
み
　
詳
し
く
は
住
宅
供
給
公

社
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

魯

（

0

9

2

）

7

8

1

局

8

0

1

3

番

住
宅
金
融
公
庫
の
個
人
向
け
住
宅
融

資
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

●
受
付
期
間
　
3
月
1
0
日
ま
で

●
金
　
利
　
住
宅
の
面
積
に
よ
り
四
・

四
％
、
四
・
七
％
、
四
・
九
五
％

●
融
資
額
　
建
築
面
積
や
構
造
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
が
、
百
二
十
五
平
方

メ
ー
ト
ル
以
下
の
木
造
住
宅
を
建
設

す
る
場
合
は
九
百
七
十
万
円
。

●
申
し
込
み
・
同
い
合
わ
せ
先

〒
8
1
0
福
岡
市
中
央
区
天
神
4
丁
目
1

番
3
7
号
　
住
宅
金
融
公
庫
福
岡
支
店

魯

（

0

9

2

）

7

2

2

局

5

0

1

1

番

働
き
な
が
ら
学
べ
ま

定
時
制
高
校
の
生
徒
壷

福
岡
県
教
育
庁

働
き
な
が
ら
高
校
教
育
を
受
け
た
い

人
の
た
め
に
、
県
内
の
公
立
高
等
学
校

定
時
制
課
程
と
通
信
制
課
程
で
は
、
次

の
要
領
で
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。

●
定
時
制
課
程
の
願
書
受
付

2
月
1
6
日
か
ら
2
月
2
3
日
正
午
ま
で

●
通
信
制
課
程
の
願
書
受
付

3

月

2

6

日

か

ら

4

月

4

日

ま

で

●
問
い
合
わ
せ
先
　
学
力
検
査
日
や
募

集
定
員
な
ど
詳
し
く
は
福
岡
県
教
育

庁
指
導
第
一
部
高
校
教
育
課
へ
。

魯

（

0

9

2

）

6

5

1

局

1

1

1

1

番

次
の
方
々
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
に

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
般
寄
付
と
し
て

●
遠
賀
郡
農
業
振
興
連
絡
協
議
会
　
様

香
典
返
し
と
し
て

●
立
屋
敷
　
　
故
・
原
田
タ
カ
ヱ
様

原
田
　
眞
三
様

●
美
吉
野
田
地
故
・
別
府
　
光
　
様

別
府
　
チ
エ
様

●
猪
熊
　
　
　
故
・
原
田
　
リ
ン
様

●
猪
熊

●
二

原
田
　
欣
二
様

故
・
広
瀬
キ
ミ
ヱ
様

平
野
　
修
　
様

故
・
川
越
　
勝
　
様

川
越
　
利
成
様

●
猪
熊
　
　
　
故
・
大
和
　
松
子
様

野
見
山
節
子
様

●
鯉
口
団
地
　
故
・
細
　
長
太
郎
様

柳
　
二
三
四
様

●
猪
熊
　
　
　
故
・
田
中
ク
ニ
ヱ
様

田
中
　
直
史
様

●
立
屋
敷
　
　
故
・
津
田
　
操
　
様

津
田
一
敏
様

平成元年度と

注する建設工事

希望される方

付けます。

β受付期間

4月1日がら4月15日

（日曜日を隙きま

㌦受付時間

《平　日〉　8時30

〈土曜日〉

㌦受付場所
役場財政課

㌦申請できる方

建設工事のうち、建築・土
舗装・菅・水道施設の請負業
ただし、次のいずれがに該

れば申請できません。

の地方自治法施行令第1

第2項に該当する場合。

ｅ町税や使用料などの滞納

を受け、1年を経過しない

ｅ経営状態が著

められる場合。

本の喝内に本社または支店（

金10億円以上等は営業所Ⅰ出張

）の登記をしていない法人。

よび、代表者が水巻昭島でな
い個人業者。

ｅ資本金柑万円未満の法人。ま

たは、固定資産言

未満の場合。

ｅ重大な反社会

ど、業者選定の対象と

でないと認

′注意事項

の申請書の

ド（有料）は

ＬＬます。

ｅ建設工事の5業種以外の業種
や、昭の業者は、受け付けでき

ません。参考業者

係

リします。

㌦問い合わせ先

役場財政課菅

？わ、

13＼



しているす、．忘れ去られようと
ます。

ほ、炭坑と深いつ▼ｌｒヽ　ヽ　　′ノ、　‾ノー′　ヽ．．．．－．′′Ｔ、　▼　　　ｌｄ．

つわる物吾吾をみな

日

　

本

　

炭

　

砿

　

8

「
日
炭
株
買
い
占
め
事
件
」

日
本
炭
鉱
の
オ
ー
ナ
ー
（
持
ち
主
）
鮎
川
義
介
は
、
戦
時
中
、
満

州
重
工
業
総
裁
に
就
任
し
た
か
ど
で
Ａ
級
戦
犯
に
な
っ
た
が
、
昭
和

二
十
三
年
十
二
月
、
そ
の
容
疑
が
は
れ
て
釈
放
さ
れ
た
の
で
、
直
ち

に
占
領
軍
の
指
令
す
る
財
閥
解
体
に
着
手
し
た
。
す
な
わ
ち
日
本
産

業
を
日
立
製
作
所
、
日
産
自
動
車
、
日
本
鉱
業
、
日
立
金
属
な
ど
十

数
社
に
解
体
分
離
し
た
が
、
日
本
炭
砿
も
そ
の
一
つ
で
、
二
十
四
年

じ
よ
ｉ
ノ
じ
▲
；
ノ

五
月
、
日
炭
は
上
場
企
業
に
な
っ
て
株
は
一
般
に
公
開
さ
れ
た
。
と

こ
ろ
が
、
翌
二
十
五
年
の
朝
鮮
戦
争
で
株
価
は
高
騰
し
、
さ
ら
に
二

十
六
年
、
日
炭
は
過
去
最
高
の
月
産
十
万
ト
ン
を
出
炭
し
て
純
益
五

億
円
を
計
上
し
た
が
、
そ
れ
に
も
増
し
て
日
炭
株
の
上
昇
は
激
し
く
、

投
機
家
の
注
目
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

そ
う
し
た
二
十
七
年
春
、
日
炭
に
お
い
て
一
大
事
件
が
発
生
し
た
。

と
そ

そ
れ
は
屠
蘇
気
分
も
よ
う
や
く
さ
め
た
一
月
二
十
八
日
、
筆
頭
株
主

の
鮎
川
義
介
が
常
盤
茨
城
の
菊
地
一
徳
高
萩
炭
鉱
㈱
社
長
ほ
か
数
名

を
伴
っ
て
釆
山
し
、
全
山
を
く
ま
な
く
祝
察
し
た
あ
と
、
三
日
間
に

わ
た
っ
て
日
炭
首
脳
陣
と
協
議
に
入
っ
た
。
鮎
川
側
は
鮎
川
の
ほ
か

に
福
田
元
日
立
鉱
山
所
長
、
横
田
日
立
製
作
所
取
締
役
、
ま
た
高
萩

炭
鉱
側
は
菊
地
社
長
の
ほ
か
鈴
木
高
萩
炭
鉱
取
締
役
、
森
山
石
炭
販

売
所
専
務
な
ど
で
、
ま
も
な
く
社
内
に
て
「
日
炭
株
が
買
い
占
め
さ

れ
て
高
萩
炭
鉱
が
オ
ー
ナ
ー
に
な
っ
た
」
と
の
う
わ
さ
が
流
れ
た
。

さ
ら
に
三
月
二
十
一
日
、
横
山
元
日
立
製
作
所
取
締
役
（
鮎
川
側
）
、

小
島
東
部
石
炭
鉱
業
連
盟
専
務
理
事
（
高
萩
側
）
、
梶
山
元
宇
部
興

産
本
山
鉱
業
所
所
長
（
申
立
）
の
三
氏
が
社
長
顧
問
と
し
て
高
松
に

着
任
。
つ
づ
い
て
五
月
三
十
日
の
株
主
総
会
で
、
社
長
の
宮
川
敬
三

は
退
任
し
て
菊
地
一
徳
高
萩
炭
鉱
社
長
が
就
任
し
、
ま
た
重
役
陣
も

過
半
数
が
交
代
し
た
。

当
時
の
高
萩
炭
鉱
の
オ
ー
ナ
ー
は
菊
地
寛
実
、
彼
は
老
齢
の
た
め

じ
ん

社
長
に
実
弟
の
一
徳
を
就
任
さ
せ
、
妬
男
菊
地
仁
と
子
飼
い
の
小
島

艮
利
を
重
役
陣
に
加
え
て
の
布
陣
で
、
と
き
に
一
徳
す
で
に
七
十
歳

に
な
っ
て
い
た
。

こ
こ
で
高
萩
炭
鉱
に
つ
い
て
善
く
に
、
茨
城
県
多
賀
郡
高
萩
町
の

全
国
で
申
ク
ラ
ス
の
ヤ
マ
で
、
従
業
員
は
約
二
千
四
百
人
、
オ
ー
ナ

ｌ

ん

き

ｌ

°

　

　

　

　

た

た

ー
の
菊
地
寛
実
は
斤
先
掘
り
か
ら
叩
き
あ
げ
て
き
た
だ
け
あ
っ
て
、

常
盤
で
は
「
関
東
の
三
ケ
チ
の
一
人
」
と
陰
口
を
い
う
者
が
い
た
は

ど
、
当
時
の
蓄
財
は
相
当
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
い
例
は
昭
和

二
十
一
年
の
労
働
争
議
で
あ
る
。
当
時
、
高
萩
炭
鉱
は
就
業
規
則
、

給
与
規
定
、
そ
れ
に
医
療
施
設
の
な
い
ひ
ど
い
会
社
で
、
そ
の
う
え

社
長
の
寛
実
は
組
合
運
動
を
認
め
な
い
社
長
独
裁
の
ヤ
マ
で
あ
っ
た
。

い
ん
と
く

四
月
三
日
、
食
糧
不
足
の
折
柄
、
組
合
は
会
社
が
隠
匿
し
て
い
る

食
料
、
生
活
用
品
な
ど
の
入
っ
た
倉
庫
の
公
開
を
求
め
た
が
、
こ
れ

を
社
長
が
拒
否
し
た
の
で
、
翌
日
、
新
た
に
経
営
協
議
会
の
設
置
を

要
求
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
も
社
長
が
拒
否
し
た
の
で
、
組
合
は
大

会
を
開
い
て
経
営
の
民
主
化
を
闘
い
と
る
と
宣
言
し
て
、
七
十
日
間

に
わ
た
る
生
産
管
理
闘
争
に
入
っ
た
。
と
こ
ろ
が
争
議
は
泥
沼
化

し
、
最
後
に
組
合
が
会
社
の
不
正
を
摘
発
し
て
賃
金
引
き
あ
げ
を
勝

ち
と
っ
た
が
、
し
か
し
四
十
日
た
っ
て
も
社
長
は
こ
れ
を
実
行
し
な

か
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
七
月
二
十
二
日
夜
、
会
社
の
雇
っ
た
暴
力

団
約
四
十
人
が
組
合
本
部
を
急
襲
し
て
、
多
数
の
負
傷
者
を
出
し
た

が
、
こ
れ
は
当
時
の
新
聞
で
大
き
く
報
道
さ
れ
た
。
（
「
日
炭
高
松

組
合
十
年
史
」
に
よ
る
）

で
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
中
企
業
の
ひ
ど
い
会
社
が
、
最
大
手
の

日
炭
を
買
収
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
当
時
の
う
わ
さ
で
は
、
菊
地
寛

実
の
商
才
と
財
力
に
よ
る
と
い
わ
れ
た
が
、
そ
れ
は
大
戦
に
よ
っ
て

船
を
失
い
最
低
値
と
な
っ
た
船
株
を
買
い
だ
め
、
朝
鮮
戦
争
に
お
い

て
急
騰
し
た
と
こ
ろ
で
売
却
し
、
か
わ
り
に
炭
界
の
有
望
株
日
炭
を

購
入
し
て
筆
頭
株
主
に
お
さ
ま
っ
た
と
い
う
。
お
そ
ら
く
寛
実
に
す

れ
ば
、
日
炭
は
設
備
が
よ
く
て
出
炭
も
好
調
で
あ
る
う
え
、
北
九
州
工

業
地
帯
に
隣
接
し
て
地
価
も
高
く
、
た
と
え
閉
山
し
て
も
社
有
地
を

売
却
す
れ
ば
損
目
は
な
い
と
の
、
計
算
が
働
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

け
た

他
方
、
鮎
川
に
し
て
み
れ
ば
、
そ
の
財
力
は
菊
地
と
は
桁
違
い
に

大
き
く
、
ま
た
知
名
度
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
買
い
戻
す
の
は

容
易
で
あ
っ
た
と
思
う
が
、
お
そ
ら
く
、
こ
れ
を
機
会
に
石
炭
業
界

か
ら
撤
退
す
る
考
え
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
鮎
川
に
し
て

み
れ
ば
、
義
兄
に
貝
島
鉱
業
㈱
社
長
貝
島
太
一
が
い
た
の
で
、
炭
界

の
将
来
の
こ
と
や
、
日
炭
が
深
部
採
炭
へ
移
行
し
て
い
る
な
ど
の
意

見
を
聞
い
た
に
違
い
な
い
。
そ
の
結
果
、
こ
の
辺
で
鉱
山
業
界
か
ら

撤
退
し
て
、
本
来
の
製
造
業
に
専
念
す
る
と
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い

か
。
そ
れ
は
時
を
同
じ
く
し
て
日
立
鉱
山
㈱
を
閉
山
し
た
こ
と
か
ら

も
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
高
萩
炭
鉱
は
日
立
製
作
所
、
日
立
鉱
山
と
同

じ
茨
城
県
内
に
あ
る
の
で
、
菊
地
が
日
炭
株
を
買
い
あ
さ
っ
て
い
る

の
を
知
っ
た
鮎
川
は
、
時
期
を
み
て
菊
地
と
接
衝
し
た
こ
と
は
、
そ

の
後
の
交
渉
の
過
程
で
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
こ
ろ
が
最
後
ま
で
、
な
に
も
知
ら
な
か
っ
た
の
は
宮
川
社
長
で

あ
る
。
そ
こ
は
雇
わ
れ
社
長
の
悲
し
さ
で
、
鮎
川
が
栗
山
す
る
半
月

前
の
一
月
十
二
日
の
西
日
本
新
聞
に
、
宮
川
は
「
原
料
炭
に
政
府
が

補
助
金
を
出
せ
ば
、
鉄
や
電
力
が
安
く
な
っ
て
復
興
は
促
進
さ
れ
る
」

と
大
見
得
を
切
っ
て
財
界
か
ら
注
目
さ
れ
た
が
、
そ
の
と
き
ま
で
は

事
件
を
知
っ
て
い
な
か
っ
た
。
聞
く
と
こ
ろ
で
は
鮎
川
の
釆
山
す
る

数
日
前
、
こ
の
事
件
を
電
話
で
東
京
支
社
か
ら
知
ら
さ
れ
た
と
き
、

硬
骨
漠
の
宮
川
は
机
を
叩
い
て
く
や
し
が
っ
た
と
い
う
。
も
ち
ろ
ん

東
京
支
社
に
株
式
課
は
あ
っ
て
、
自
社
の
値
動
き
に
注
目
し
て
い
た

と
い
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
菊
地
側
か
ら
み
れ
ば
、
そ
の
責
任
者
は
福

ノ
神
で
、
の
ち
昇
格
し
て
重
要
な
ポ
ス
ト
に
つ
い
た
と
い
う
が
、
人

せ
ｈ
′
⊥

の
運
命
と
は
わ
か
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
。
芝
居
の
台
詞
に
「
ど
こ
か
で

誰
か
が
笑
う
と
き
、
ど
こ
か
で
誰
か
が
泣
い
て
い
る
」
と
あ
る
が
、

部
下
の
失
策
で
泣
い
た
の
は
宮
川
社
長
で
、
笑
っ
た
の
は
菊
地
寛
実

で
あ
っ
た
。

辞
任
し
た
宮
川
は
六
月
一
日
、
幹
部
職
員
を
机
ク
ラ
ブ
の
大
広
間

あ
い
さ
つ

に
集
め
て
別
れ
の
挨
拶
を
し
た
。
直
情
型
の
宮
川
は
、
く
や
し
さ
を

顔
面
に
出
し
て
挨
拶
を
し
た
が
、
し
か
し
人
の
心
は
非
情
な
も
の
で
、

聞
い
て
い
る
人
は
す
で
に
心
は
菊
地
社
長
に
あ
っ
た
と
い
う
。
昔
の

唄
に
「
朝
日
を
拝
む
人
あ
れ
ど
、
夕
日
を
拝
む
人
は
な
し
」
と
あ
る

か
わ
い

が
、
落
ち
て
行
く
宮
川
に
は
同
情
こ
そ
す
れ
、
わ
が
身
の
可
愛
さ
か

ら
助
け
る
す
べ
は
な
く
、
快
男
子
宮
川
は
早
々
に
荷
物
を
ま
と
め
て

高
松
を
去
っ
て
行
っ
た
。
と
き
に
宮
川
は
六
十
歳
、
日
炭
で
は
輿
相

に
つ
ぐ
功
労
者
で
あ
る
が
、
そ
の
後
の
宮
川
に
つ
い
て
水
巻
で
知
る

人
は
い
な
か
っ
た
。

な
お
昭
和
三
十
年
十
月
、
菊
地
一
徳
の
死
去
に
よ
っ
て
オ
ー
ナ
ー

の
嫡
男
菊
地
仁
が
社
長
に
就
任
し
た
。
仁
は
大
正
七
年
生
れ
、
慶
大

社
会
科
卒
業
後
、
帝
王
学
勉
強
の
た
め
、
一
時
、
三
井
鉱
山
に
勤
め

て
い
た
が
、
父
の
日
炭
入
手
後
は
日
炭
の
常
務
に
な
り
、
三
十
七
歳

に
し
て
社
長
に
就
任
し
た
。
仁
は
父
か
ら
与
え
ら
れ
た
社
長
で
あ
る

が
、
父
に
似
て
す
ぐ
れ
た
商
才
の
持
ち
主
で
、
そ
の
後
、
閉
山
に
至

る
ま
で
日
炭
の
社
長
を
勤
め
て
い
る
。

思
う
に
、
こ
の
経
営
者
の
交
代
は
、
石
炭
産
業
の
先
を
見
越
し
て

見
切
り
を
つ
け
た
鮎
川
の
考
え
が
正
し
か
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
炭

鉱
屋
と
し
て
の
執
念
を
燃
や
し
て
日
炭
を
入
手
し
た
、
菊
地
寛
実
の

商
才
が
勝
っ
て
い
た
の
か
、
そ
れ
は
、
そ
の
後
の
日
炭
の
足
跡
で
判

断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
い
え
る
の
は
、
そ
の
後
も
鮎
川
の
大

企
業
的
な
経
営
が
つ
づ
い
て
い
た
な
れ
ば
、
日
炭
は
違
っ
た
道
を
歩

ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
つ
づ
く
）

（
文
）
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